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鎮守の杜を大切にし

ましょう。 

１日、15日は神社に

お参りしましょう。 

発行元 

鹿島神社社務所 

加美町四日市場 

字屋敷７番地 

電話 

0229－63－6009 

FAX 

 0229－64－1690 

記事に対するご意見

ご質問等がございま

したらお気軽に上記

までご連絡下さい。 

被災した社務所、石燈籠の修復成る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
二
月
も
中
旬
に
入
っ
て
か
ら
、
石
屋

さ
ん
、
大
工
さ
ん
が
初
詣
（
元
朝
参
り
）

が
あ
り
ま
す
か
ら
と
来
て
く
れ
て
正
月
に

間
に
合
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
大
工

さ
ん
達
に
は
年
末
の
雪
が
降
る
中
、
寒
い

中
、
外
壁
を
直
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
、
交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊
の

皆
様
、
神
社
関
係
者
に
は
社
務
所
で
休
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

社務所修理は「伊藤光建築」さん 

 費用は２３９万円。 

石燈籠修理は「三嶋石材店」さん 

 費用は１６万円かかりました。 
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社務報告 平成２３年４月～２４年３月 

４月 卯月（うづき） 

３日 会計監査 並 役員会 

１３日 春季総代会 

５月 皐月（さつき） 

１０日 春季例大祭 並 東日本大震災復興 

祈願祭（南三陸町工藤宮司さん参列） 

６月 水無月（みなつき） 

 １日 第３回長床建設委員会 

 下旬 神鐘堂屋根塗装工事 

７月 文月（ふづき） 

 ７日 加美郡神社総代連合会総会（中新田） 

２２日 東日本大震災復興祈願祭 並 国民 

精神昂揚運動合同研修会（神社庁） 

８月 葉月（葉月） 

４日～６日 社務所台所内側のみ修理 

１０日 敬神婦人会夏まつり献膳講 

９月 長月（ながつき） 

１２日 役員会 

２２日 秋季総代会 

１０月 神無月（かんなづき） 

１０日 秋季大祭 ９日前夜祭（自由参拝） 

１１月 霜月（しもつき） 

２３日 新穀感謝祭 

３０日～１２月３日 社務所修理 基礎工事 

１２月 師走（しわす） 

 ８日 第４回長床建設委員会 

１６日 石燈籠修理 

２０日～３０日 社務所壁修理、渡り廊下新築 

１月 睦月（むつき） 

 １日 歳旦祭 

１４日 どんと祭 

２月 如月（きさらぎ） 

１１日 奉祝第 46回建国記念の日（紀元祭） 

２４日 第１４回加美郡神社総代役員研修会 

３月 弥生（やよい） 

１１日 東日本大震災物故者慰霊祭（石巻市） 

神社本庁主催 全国各神社庁協賛 

加美郡から３名の要請があり、支部 

代表として禰宜が参列 

１９日 第５回長床建設委員会 

 

 

  

３月１１日 東日本大震災物故者慰霊祭 

東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
て
一
年
目
の
三

月
十
一
日
、
神
社
界

で
も
石
巻
市
の
日
和

山
公
園
に
鎮
座
す
る

鹿
島
御
児
神
社
の
境

内
に
於
い
て
神
社
本

庁
主
催
、
全
国
各
神

社
庁
協
賛
の
慰
霊
祭

が
挙
行
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
神
社
関
係

者
が
約
三
百
名
参
列

し
、
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
御
霊

を
慰
め
ら
れ
た
。 

長床（随神門）建替え 復興のお願い 

 此
度
の
大
地
震
で
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
た
長
床
建
替
え
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

昨
年
の
末
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
様
に
、

平
成
二
十
五
年
、
千
八
百
万
円
で
竣
工
の
計

画
を
し
て
お
り
ま
す
。
震
災
の
修
理
費
で
神

社
の
積
立
金
が
殆
ど
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
建
替
え
費
用
は
全
額
ご
寄
進
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
各
地
域
の
大
口
ご
寄
進

が
望
め
そ
う
な
会
社
関
係
、
個
人
の
方
々
か

ら
先
に
夏
頃
よ
り
地
域
の
担
当
総
代
さ
ん

と
趣
意
書
持
参
の
上
お
願
い
に
参
り
ま
す

の
で
、
そ
の
節
は
宜
し
く
ご
寄
進
の
ほ
ど
、

又
は
お
約
束
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

まだ修理が残っている被災した神殿の箇所 

 

 

平成 22年 9月ダウンバ―ストで被災した御神木と長床 

本殿 拝殿の鬼（左右） 


